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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・本日、認知症サポーター養成講座がある。参加者は遅れずに参加すること。
・6月16日(木)14：00～日向端　庸男様見学予定。

・6月17日(金)14：00～浜辺　信明様見学予定。
・6月21日(火)14：00～16：00まで松川　順子様デイケア体験利用予定。

・6月20日(月)より、齊藤良宏様、デイケア利用開始予定。利用日は月曜日で担当は赤坂の予定。

・6月23日(木)より、下村　英三郎様、デイケア利用開始予定。担当は藤田の予定。
・第1回院内研修について
日時：H28年6月21日（火）・23日（木）　17：30～18：00
場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
テーマ：当院における精神医療サービスの在り方・今後の方向性　講師：佐々木AOM
・6月29日（水）、30日（木）第2班の職員旅行実施。スタッフが少なくなるため、各自協力しながら業務を行なっていくこと。

・7月9日（土）、青陽館のワックス掛けを実施予定。

・早期加算対象者について、加算期間に注意し、間違いなく入力を行なっていくこと。

＜青陽館利用者様情報＞

・青木　紀子　様～本人より「眩暈が酷い」との訴えがある。時間は関係なく生じているとのことで、以前も眩暈が酷かった際に各種検査を行っているが、異常はなかったとのこと。担当医に相談しており、疲労から生じる眩暈ではないかと言われ、ベタヒスチンメシル（6）3T 3×ndE（眩暈止め）が追加処方となったと話している。処方薬を飲みながら様子を見てみると話しており、スタッフから眩暈時の対処法を伝え、状態に変化が生じた際にはすぐ相談するよう促している。

・稲垣　ふき　様～青風荘より情報提供あり、5月頃より血圧高値が目立っている為、問診にてニバジ－ル（2）1T朝・夕から、アムロジピン（5）1T朝・就床前に変更になったとのこと。昨日帰荘後20：30の血圧は160/97mmHg、再検にて147/82mmHg。今朝8：00の血圧は162/93mmHg、再検にて150/81mmHgで経過していると情報提供ある。本日のデイナイトケアでは、不調の訴えなく通常どおりプログラムに参加している。引き続き血圧の数値と、不調の有無を確認していく。

・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、昨日頭痛や右足痛の訴えは無く、スタッフに問診時に担当医へ報告する内容を書いた紙を見せていたとのこと。本日デイナイトケア来所時に担当スタッフへも上記の紙を見せており、担当医に報告してきたと話している。服薬が変更になったと話しており、不調に変化が無いか注意し、何か不調がある際には相談するよう促している。

・板橋　利美　様～水分量について、担当医から食事を入れて1日2リットルにするよう言われたとのこと。「きついかもしれない」と話しており、実際に行ってみた後、大変であれば改めて担当医へ相談してみるよう伝えている。

＜外来情報＞

・中村　鶴子　様～物忘れが気になり、空想があると話しており、薬のせいではないかと話しているが、担当医から違うことを説明されている。タスモリンの飲み方を各食後1錠ずつではなく、朝2錠、昼1錠へと調整している。

・青木　紀子　様～生理痛が酷いと話しており、婦人科へ紹介状を書くこととしている。

・高柳　和子　様～顔面痛はもう無く、生活上の問題も無いと話している。

・板橋　利美　様～両下肢痛を訴えており、ナパゲルン軟膏からスミルスチックへと変更し、カロナールが頓服処方となっている。

・磯島　貴広　様～甘い物を抑えていると話しており、体重が減少しているとのこと。その為、いびきがなくなったと周りから言われていると報告している。

・本多　富美　様～37℃代の発熱が継続しており、軽度の幻聴があるとのことだが、生活上の問題はないとのこと。

・寺沢　彩　様　～仕事中1人になってしまうことがあるが、問題なく続けているとのこと。低血糖の対処のために飴を所持しているが、タイミングがわからないと相談している。

・中村　茂　様　～足のトレーニングを継続しているが、効果がないと話している。

・小林　満　様　～実刑が決まりそうとのことを報告している。生活上問題は無く、断酒を継続しているとのこと。

・繁名　和恵　様～胸が痛いことがあるとのことで、乳癌検診を受けた方がいいのか相談しており、検診を受けてみるよう勧められている。

・藤村　翔　様　～幻聴があるが、生活上の支障はないと話している。

・倉橋　生子　様～夜間安定した睡眠が取れるように、ロナセンとタスモリンを追加し、バチールをレボトミンに変更しているとのこと。

＜勉強会＞

記録に関して

担当：小嶋SGM

・記録記入にあたって、“確認する”などの一定の表現を使いすぎている傾向がある為、文章や状況がわかりにくくなっている。“話す”や“訴える”のような似たような表現でも様々な表現を用いて記録ができるように、言葉の表現のレパートリーを増やしていくこと。

・“積極的”“意欲的”“集中”など、熟語を多用しその時の情景がわかりにくくなっている表現が多い為、詳細なその場の状況を記載するなど、その時の情景がわかるような記録を書いていくこと。

例①

作業中絵を描いており、集中している。居眠りはない。

↓

“集中している。”⇒何をもって、集中していると判断したのか？

　　　　　　　　　　集中しているかどうかは本人しかわからないこと。その時の状況を記載し、“様子が窺える”という表現ならば良い。

“居眠りはない。”⇒普段もそのような状況が見られているのか。もし見られていないのであれば、不必要な情報になるため、そのような情報は書かないように。

修正例①

作業中、一度も席を立つことなく絵を描いており、集中している様子が窺える。

